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 2018 年 12 月 6 日に医薬品医療機器等法に基づく承認を取得しました。 

・開発したソフトウェア「EndoBRAIN®」が採用している AI はサポートベクターマシン注 1 と呼ばれる

機械学習の一種であり、市販後に自ら学習を繰り返し、性能が変化するタイプの AI ではありません。 

 

概要 

昭和大学横浜市北部病院消化器センターの 工藤 進英 教授らが開発を進めてきた人工知能（AI）内

視鏡

大幅（53-68%）に減らせることが知られています（Zauber et 

al. N Engl J Med 2012, Nishihara et al. N Engl J Med 2014）。一方でポリープの中には、切除する必要のある

腫瘍性ポリープと切除する必要がない腫瘍ではないポリープ（非腫瘍性ポリープ）があり、医師は検査

中に両者を的確に判別する必要があります。 

このような内視鏡診療を支援する目的で、昭和大学横浜市北部病院消化器センターは、名古屋大学大

学院情報学研究科の 森 健策 研究室（自動診断エンジン開発）及びサイバネットシステム株式会社と

連携して、内視鏡画像を解析し、医師による診断を補助する AI を 2013 年より研究・開発してきました。 






